
平成２２年１２月１７日

「ヒト受精胚の作成を行う生殖補助医療研究に関する倫理指針」の

公布等について

文部科学省及び厚生労働省は、生殖補助医療研究目的で行うヒト受精胚の作成

・利用に関し、「ヒト受精胚の作成を行う生殖補助医療研究に関する倫理指針」を

制定し、平成２２年１２月１７日に公布、平成２３年４月１日に施行することと

しましたので、お知らせします。

１．趣旨

ヒト受精胚の作成については、「ヒト胚の取扱いに関する基本的考え方」（平成１６

年７月２３日、総合科学技術会議）において、研究材料としてヒト受精胚を作成する

ことは原則として禁止しつつも、その例外として生殖補助医療研究目的でのヒト受精

胚の作成・利用は容認し得るとされ、厚生労働省及び文部科学省において、ヒト受精

胚の作成・利用を行う生殖補助医療研究を実施するための具体的な手続き等を定めた

ガイドライン（指針）を策定する必要があるとされました。

これを受け、両省において、合同の審議会を開催し、慎重に検討を重ね、平成２１

年４月に「生殖補助医療研究目的でのヒト受精胚の作成・利用の在り方について」を

取りまとめました。

今般、両省において、この取りまとめに基づき、「ヒト受精胚の作成を行う生殖補助

医療研究に関する倫理指針」を制定し、平成２２年１２月１７日に公布、平成２３年

４月１日に施行することとしました。



２．指針のポイント

○生殖補助医療の向上に資する研究のうちヒト受精胚の作成を行うものに適用

○本指針において以下を規定

・ヒト受精胚の作成に必要な配偶子（精子、卵子）の入手の条件

・インフォームド・コンセント

・作成されるヒト受精胚の取扱い

・配偶子の提供機関と研究機関の体制

・研究実施の手続き

・個人情報の保護 等

○研究計画の実施及びその変更に当たっては、研究機関及び提供機関での倫理審

査委員会での審査に加えて、国においても本指針への適合性について確認

３．説明会の開催について

本指針の公布・施行に伴い、ヒト受精胚の作成・利用を行う生殖補助医療研究を計

画している研究者等を対象として、その際の手続等に関する説明会を、以下のとおり

開催いたします。

・日時：平成２３年２月１５日（火）１４：００～１６：００

・場所：文部科学省１６Ｆ特別会議室

・説明内容：指針の概要、指針に基づく手続にあたっての留意点等

・申込方法：所属、役職、氏名、郵便番号、住所、電話・ＦＡＸ番号、メールア

ドレスを下記連絡先（いずれでも可）まで御連絡ください。なお、参加希望者

数によっては、参加人数を調整させていただきます。

＜お問い合わせ先＞

研究振興局ライフサイエンス課生命倫理・安全対策室 美留町、佐藤

電話：03-5253-4111（内線4108） ／ FAX：03-6734-4114

厚生労働省雇用均等・児童家庭局母子保健課 森岡、小林

電話：03-5253-1111（内線7933、7939） ／ FAX：03-3595-2680




